
2011年3月15日

沖縄県慢性期医療協会

会長　松岡　政紀

連日　報道されているように、東北地方の被害は甚大で、多くの日本人が心を痛め、「何か自分たちにもできる事はないか」と悩んでいると思います。しかし、このような混乱した状況の中では、「必要な物」を「適切に」送る必要があり、組織的な支援活動が望まれます。

そこで、日本慢性期医療協会としては、義援金とは別に、東北地方の高齢被災者のために、必要な物資を支援する事に決めました。


様々な事情で、ご自宅に眠っている「大人用おむつ（リハビリパンツ含む）」と「賞味期限が半年程度残っている経管栄養剤（エンシュアリキッド、ラコールなど」がありましたら、ぜひ、下記の沖縄県慢性期医療協会会員病院まで　届けてください。県内で集め、本部を通して、被災地に届けたいと思います。

（回収は、3月31日までとします。）

今回、当会が集めているのは、上記2点ですので、それ以外のお持込はご遠慮ください。

皆の温かい気持ちを有効に活用するための活動ですので、よろしくお願いいたします。

沖縄県慢性期医療協会会員
　　　　病院名　　○○病院　　　　　　

連絡先　電話　○○○ー○○○○

担当者　○○○○




沖縄県慢性期医療協会からのお願い


おうちで、余っている大人用オムツの寄贈依頼








皆様へのお願い








